
                            

 

 

 
          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こうした幼児期の経験は 
 

時間割を含めた生活の流れが分かるようになると、次の活動を考えて準備をしたりするなどの見

通しをもって行動したり、安全に気を付けて登下校しようとしたりする姿につながります。 
また、自ら体を動かして遊ぶ楽しさは、小学校の学習における運動遊びや、休み時間などに他の

児童と一緒に楽しく過ごすことにつながり、様々な活動を十分に楽しんだ経験は、小学校生活の

様々な活動を十分に楽しんだ経験は、小学校生活の様々な場面において伸び伸びと行動する力を育

んでいきます。 

ゴールめがけてシュート！ 

防災教室 

地震や津波のときの安全な行動を教えて 

いただきました。 

幼稚園生活の中で，充実感をもって自分

のやりたいことに向かって心と体を十分

に働かせ，見通しを持って行動し，自ら健

康で安全な生活をつくり出すようになる。 

小学校の生活や学習において 

芝滑り  

「わぁ速い！」友達と何度も滑って遊びました。 

 

「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」とは・・・？ 

平成 29年に、幼稚園教育要領、保育所保育指針、幼保連携型認定こども園教育・保育要領が

改訂され、「幼児教育施設として共有すべき事項」として「育みたい資質・能力」及び「幼児

期の終わりまでに育ってほしい姿」が示されました。また、小学校においては、「幼児期の終

わりまでに育ってほしい姿」を踏まえた指導を工夫するなど、幼児期からの子どもの育ちと学

びの連続性を確保することが求められています。 



 

                               
                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                       

                       

 

 

 

幼児期に育まれた自立心は 

 
 

自分でできることは自分でしようと積極的に取り組む姿や生活や学習での課題を自分のことと

して受け止めて意欲的に取り組む姿、自分なりに考えて意見を言ったり、分からないことや難しい

ことは、教師や友達に聞きながら粘り強く取り組んだりする姿など、日々の生活が楽しく充実する

ことにつながっていきます。 

自分で目標を決め、繰り返し 

取り組みます。 

休みに入る前に自分たちで幼稚園を

きれいしようと大掃除をしました。 

 

ゴミが落ちていることに気付き 

自分たちで掃除を始めました。 

身近な環境に主体的に関わり様々な活

動を楽しむ中で，しなければならない

ことを自覚し，自分の力で行うために

考えたり，工夫したりしながら，諦めず

にやり遂げることで達成感を味わい，

自信をもって行動するようになる。 

小学校の生活や学習において 



                              
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

幼児期に育まれた協同性は 

 
 

学級での集団生活の中で、目的に向かって自分の力を発揮しながら友達と協力し、様々な意見を

交わす中で新しい考えを生み出しながら工夫して取り組んだりするなど、教師や友達と協力して生

活したり学び合ったりする姿につながっていきます。 

「天井まで届いたらいいな」「ぼくは、こっちか

ら積むよ」と言いながら、友達と協力してカプラ

積み木を積んでいきます。 

水路をつくる 

「どうやってつないだらいいかな？」 

友達と相談しています。 

ために工夫したり、考えたりしていま

す。 

家をつくろう！ 

友達と協力して積み木を運んでいます。 

友達と関わる中で，互いの思いや考え

などを共有し，共通の目的の実現に向け

て，考えたり，工夫したり，協力したり

し，充実感をもってやり遂げるようにな

る。 

小学校の生活や学習において 



                              
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

こうした幼児期の経験は 

 
 

初めて出会う人の中で、幼児期の経験を土台にして、相手の気持ちを考えたり、自分の振る舞い

を振り返ったりなどしながら、気持ちや行動を自律的に調整し、学校生活を楽しくしていこうと 

する姿へとつながっていきます。 

 

ビー玉転がし 

「こっちにつなぎたいな」と自分の意見を

言ったり、友達と折り合いを付けたりしな

がら遊びます。 

 

友達と様々な体験を重ねる中で，して

よいことや悪いことが分かり，自分の行

動を振り返ったり，友達の気持ちに共感

したりし，相手の立場に立って行動する

ようになる。また，きまりを守る必要性

が分かり，自分の気持ちを調整し，友達

と折り合いを付けながら，きまりをつく

ったり，守ったりするようになる。 

リレーごっこ 

遊びを重ねていくうちに、ルールを守って遊ぶ

と楽しいことに気付いていきます。 

 

順番に並んで遊びます。 

小学校の生活や学習において 



 

                               
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こうした幼児期の 

身近な社会生活との 

関わりは 
 

 

相手の状況や気持ちを考えながらいろいろな人と関わることを楽しんだり、関心のあることにつ

いての情報に気付いて積極的に取り入れたりする姿につながります。また、地域行事や様々な 

文化に触れることを楽しんで興味や関心を深めることは、地域への親しみや地域の中での学びの場

を広げていくことにつながっていきます。 

茶業センターに行って茶摘み体験をしました。 

源氏物語ミュージアムでの見学 

宇治のまち探検 

塔の島に園外保育に行くと「うみう

のウッティ」に出会いました。 

家族を大切にしようとする気持ちをもつとともに，地域の身近な人と触れ合う中で，人との

様々な関わり方に気付き，相手の気持ちを考えて関わり，自分が役に立つ喜びを感じ，地域に

親しみをもつようになる。また，幼稚園内外の様々な環境に関わる中で，遊びや生活に必要な

情報を取り入れ，情報に基づき判断したり，情報を伝え合ったり，活用したりするなど情報を

役立てながら活動するようになるとともに，公共の施設を大切に利用するなどして，社会との

つながりなどを意識するようになる。 

城南荘喜老会の方との交流（七夕） 

小学校の生活や学習において 



                              
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

幼児期の思考力の芽生えは 

 
 

出会う新しい環境や教科等の学習に興味や関心をもって主体的に関わることにつながります。 

また、探究心をもって考えたり試したりする経験は、主体的に問題を解決する態度へとつながっ

ていきます。 

「どんな色になるかな」いろいろな色を混ぜ

て試しながら、色をつくっています。 

 

「どんな音がする？」「どれが、いっぱい溜

まるかな」友達と一緒に考えたり、試した

りしながら遊びを進めています。 

ダンゴムシ迷路 

「ここに道をつくったらどうかな。」 

友達と考えながら、コースを作っています。 

身近な事象に積極的に関わる中で，物の

性質や仕組みなどを感じ取ったり，気付い

たりし，考えたり，予想したり，工夫した

りするなど，多様な関わりを楽しむように

なる。また，友達の様々な考えに触れる中

で，自分と異なる考えがあることに気付き，

自ら判断したり，考え直したりするなど，

新しい考えを生み出す喜びを味わいなが

ら，自分の考えをよりよいものにするよう

になる。 

小学校の生活や学習において 



 

                            
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こうした幼児期の経験は 

 
 

自然の事物や現象について関心をもち、その理解を確かなものにしていく基盤となります。 

さらに、実感を伴って生命の大切さを知ることは、生命あるものを大切にし、生きることの 

すばらしさについて考えを深めることにつながっていきます。 

「キュウリの葉がふわふわしているよ」 

 

オタマジャクシの飼育 

「水をかえてあげよう」「そっとすくってね」 

枝豆の収穫 

幼稚園の畑で育てた野菜を収穫しました。 

 自然に触れて感動する体験を通して，自然

の変化などを感じ取り，好奇心や探究心をも

って考え言葉などで表現しながら，身近な事

象への関心が高まるとともに，自然への愛情

や畏敬の念をもつようになる。また，身近な

動植物に心を動かされる中で，生命の不思議

さや尊さに気付き，身近な動植物への接し方

を考え，命あるものとしていたわり，大切に

する気持ちをもって関わるようになる。 

小学校の生活や学習において 



                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 こうした幼児期の数量や図形、標識や文字

などへの関心や感覚は 

 
 

関心をもって取り組み、実感を伴った理解につながるとともに、学んだことを 

日常生活の中で活用する態度にもなるものです。 
 

「ぼくとどっちが長い？」自分でかいたタマ

ネギの絵と長さ比べをしています。 

「どっちが重いかな？」 

秤を使って幼稚園で収穫したジャガイモの

重さを比べています。 

 

「ぼくより高いな」大きく育った 

トウモロコシと背比べをしています。 

遊びや生活の中で，数量や図形，標識や文

字などに親しむ体験を重ねたり，標識や文字

の役割に気付いたりし，自らの必要感に基づ

きこれらを活用し，興味や関心，感覚をもつ

ようになる。 

小学校の生活や学習において 



                              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こうした幼児期の 

    言葉による伝え合いは 

 
 

友達と互いの思いや考えを伝え、受け止めたり、認め合ったりしながら一緒に活動する姿や、自

分の伝えたい目的や相手の状況などに応じて言葉を選んで伝えようとする姿につながっていきま

す。特に、戸惑いが多い入学時に自分の思いや考えを言葉で表せることは、初めて出会う教師や友

達と新たな人間関係を築く上でも大きな助けとなります。 

 

降園前のひと時：絵本の読み聞かせ 

カレーパーティーの相談 

「チキンがいいな」「ミンチもおいしいよ」 

カレーの材料を相談しています。 

「このハムにする？」友達と相談しながら 

買い物をしています。 

 

 先生や友達と心を通わせる中で，絵本

や物語などに親しみながら，豊かな言葉

や表現を身に付け，経験したことや考え

たことなどを言葉で伝えたり，相手の話

を注意して聞いたりし，言葉による伝え

合いを楽しむようになる。 

小学校の生活や学習において 



                               
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こうした幼児期の経験は 

 
  

感性を働かせ、表現することを楽しむ姿につながります。これらは、音楽や造形、身体等による

表現の基礎となるだけでなく、自分の気持ちや考えを一番適切に表現する方法を選ぶなど、小学校

以降の学習全般の素地になります。また、臆することなく自信をもって表現することは、教科等の

学習だけでなく、小学校生活を意欲的に進める基盤ともなっていきます。 

友達と絵の具遊びを楽しんでいます。 

心を動かす出来事などに触れ感性を働

かせる中で，様々な素材の特徴や表現の

仕方などに気付き，感じたことや考えた

ことを自分で表現したり，友達同士で表

現する過程を楽しんだりし，表現する喜

びを味わい，意欲をもつようになる。 

ふわふわぺたぺた・・・「ケーキができたよ！」 

心動かす色々な素材や用具に触れ、表現しています。

でいます。現します。 

暖かな日差しに気付き、友達の影の形を

なぞって遊びました。 

小学校の生活や学習において 


